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第3章 環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法 

3.1 環境影響評価の項目の選定及びその選定理由 

3.1.1 環境影響評価の項目 

対象事業に係る環境影響評価の項目は、「長野県環境影響評価技術指針」（平成 10 年 9 月

28 日 長野県告示第 476 号）改正平成 19 年 8 月 30 日の[様式]環境要因－環境要素関連表を

基に、「ごみ焼却施設環境アセスメントマニュアル」（昭和 61 年 5 月 社団法人 全国都市清

掃会議）及び「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針」（平成 18 年 9 月 環境省）等を参考

に、事業の特性及び地域の特性を考慮し、表 3.1-1 のとおり選定した。 

 

 



 

表 3.1-1 環境影響評価の項目の選定 
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区分 （具体的な要因）        

運搬（機材・資材・廃材等） 工事関係車両の走行 ○ △ ○ ○        

土地造成（切土・盛土）  ○ △ ○ ○ ○   ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○  

掘削  ○ △ ○ ○ △ △  △ ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○  

舗装工事・コンクリート工  ○ △ ○ ○ △   ○ ○ ○  ○   

建築物の工事  ○ △ ○ ○   ○ ○ ○  ○   

工
事
に
よ
る
影
響 

廃材・残土等の発生・処理      ○   

地形改変    ○ ○ ○ △ ○ ○      

建築物・工作物等の存在  △  △ ○ ○ ○ ○ ○ ○     

自動車交通の発生 
ごみの搬入、焼却灰の搬

出、職員の通勤 
○ ○ ○        

焼却施設の稼働  ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○  ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ △   ○  ○

廃棄物の排出・処理      ○   

存
在
・
供
用
に
よ
る
影
響 

夜間の照明等    ○ ○ ○ ○ ○ △      

3
2

【凡例】 

  ◎  ：重点化項目（調査、予測及び評価を詳細に行う項目） 

  ○  ：標準項目（調査、予測及び評価を標準的に行う項目） 

  △  ：簡略化項目（調査、予測及び評価を簡略化して行う項目） 

  無記入：非選定項目（調査、予測及び評価を行わない項目） 
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3.2 環境影響評価の項目の選定 

3.2.1 選定・非選定の理由 

長野県知事意見を踏まえた環境影響評価の項目の選定・非選定の理由は次に示すとおりで

ある。 

 

(1) 大気質 

表 3.2-1(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

環境基準項目（二酸化窒

素、浮遊粒子状物質） 
○

工事関係車両の走行に伴い大気質への影響が考

えられる。 運搬（機材・資材・廃材

等） 
粉じん（降下ばいじん） △

工事関係車両の未舗装路走行に伴い砂塵等の巻

き上げが考えられる。 

環境基準項目（二酸化窒

素、浮遊粒子状物質） 
○

建設機械の稼働に伴い大気質への影響が考えら

れる。 
土地造成（切土・盛土） 

粉じん（降下ばいじん） △
強風に伴い裸地から砂塵等の巻き上げが考えら

れる。 

環境基準項目（二酸化窒

素、浮遊粒子状物質） 
○

建設機械の稼働に伴い大気質への影響が考えら

れる。 
掘削 

粉じん（降下ばいじん） △
強風に伴い裸地から砂塵等の巻き上げが考えら

れる。 

環境基準項目（二酸化窒

素、浮遊粒子状物質） 
○

建設機械の稼働に伴い大気質への影響が考えら

れる。 舗装工事・コンクリート

工事 
粉じん（降下ばいじん） △

強風に伴い裸地から砂塵等の巻き上げが考えら

れる。 

環境基準項目（二酸化窒

素、浮遊粒子状物質） 
○

建設機械の稼働に伴い大気質への影響が考えら

れる。 
建築物の工事 

粉じん（降下ばいじん） △
強風に伴い裸地から砂塵等の巻き上げが考えら

れる。 

廃材・残土等の発生・処

理 
－ －

残土の保管時にはシート掛けや散水を行う等粉

じん等の飛散防止策を講じることより、大気質へ

の影響はほとんどないと考えられる。 
 

 

表 3.2-1(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 大気質への影響はないと考えられる。 

建築物・工作物等の存在 － － 大気質への影響はないと考えられる。 

環境基準項目（二酸化窒

素、浮遊粒子状物質） 
○

ごみ収集車両等の走行に伴い大気質への影響が

考えられる。 
自動車交通の発生 

粉じん（降下ばいじん） －
舗装等の被覆化により砂塵等の巻き上げの影響

はほとんどないと考えられる。 

環境基準項目（二酸化い

おう、二酸化窒素、浮遊

粒子状物質、ダイオキシ

ン類） 

◎

焼却施設の稼働 

その他必要な項目（塩化

水素） 
◎

焼却施設の稼働に伴い排ガスの大気質への影響

が考えられる。 

想定対象事業実施区域周辺は平坦地形ではない。

廃棄物等の排出・処理 － －

発生する溶融スラグ、溶融飛灰を搬出するが、適

切に処理をすることから、大気質への影響はほと

んどないと考えられる。 

夜間の照明等 － － 大気質への影響はない。 
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(2) 騒音 

 

表 3.2-2(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材

等） 
道路交通騒音 ○

工事関係車両の走行に伴い周辺環境への影響が

考えられる。 

総合騒音 
土地造成（切土・盛土） 

建設作業騒音 
○

建設機械の稼働に伴い周辺環境への影響が考え

られる。 

総合騒音 
掘削 

建設作業騒音 
○

建設機械の稼働に伴い周辺環境への影響が考え

られる。 

総合騒音 舗装工事・コンクリート

工事 建設作業騒音 
○

建設機械の稼働に伴い周辺環境への影響が考え

られる。 

総合騒音 
建築物の工事 

建設作業騒音 
○

建設機械の稼働に伴い周辺環境への影響が考え

られる。 

廃材・残土等の発生・処

理 
－ － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

 

表 3.2-2(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

建築物・工作物等の存在 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

自動車交通の発生 道路交通騒音 ○
ごみ収集車両等の走行に伴い周辺環境への影響

が考えられる。 

総合騒音 
焼却施設の稼働 

工場騒音 
○

施設の稼働に伴い周辺環境への影響が考えられ

る。 

廃棄物の排出・処理 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

夜間の照明等 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

 

 

(3) 振動 

 

表 3.2-3(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材

等） 
道路交通振動 ○

工事関係車両の走行に伴い周辺環境への影響が

考えられる。 

土地造成（切土・盛土） 建設作業振動 ○
建設機械の稼働に伴い周辺環境への影響が考え

られる。 

掘削 建設作業振動 ○
建設機械の稼働に伴い周辺環境への影響が考え

られる。 
舗装工事・コンクリート

工事 
建設作業振動 ○

建設機械の稼働に伴い周辺環境への影響が考え

られる。 

建築物の工事 建設作業振動 ○
建設機械の稼働に伴い周辺環境への影響が考え

られる。 
廃材・残土等の発生・処

理 
－ － 周辺環境への影響はないと考えられる。 
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表 3.2-3(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

建築物・工作物等の存在 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

自動車交通の発生 道路交通振動 ○
ごみ収集車両等の走行に伴い周辺環境への影響

が考えられる。 

焼却施設の稼働 工場振動 ○
施設の稼働に伴い周辺環境への影響が考えられ

る。 

廃棄物の排出・処理 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

夜間の照明等 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

 

 

(4) 低周波音 

 

表 3.2-4(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材

等） 
－ － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

土地造成（切土・盛土） － －

建設機械の稼働に伴い低周波音が発生する場合

があるが、周辺環境への影響はほとんどないとな

いと考えられる。 

掘削 － －

建設機械の稼働に伴い低周波音が発生する場合

があるが、周辺環境への影響はほとんどないとな

いと考えられる。 

舗装工事・コンクリート

工事 
－ －

建設機械の稼働に伴い低周波音が発生する場合

があるが、周辺環境への影響はほとんどないとな

いと考えられる。 

建築物の工事 － －

建設機械の稼働に伴い低周波音が発生する場合

があるが、周辺環境への影響はほとんどないとな

いと考えられる。 
廃材・残土等の発生・処

理 
－ － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

 

表 3.2-4(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

建築物・工作物等の存在 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

自動車交通の発生 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

焼却施設の稼働 低周波音 ○
施設の稼働に伴い周辺環境への影響が考えられ

る。 

廃棄物の排出・処理 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

夜間の照明等 － － 周辺環境への影響はないと考えられる。 

 

 



 

36 

(5) 悪臭 

 

表 3.2-5(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材

等） 
－ － 悪臭の影響はないと考えられる。 

土地造成（切土・盛土） － － 悪臭の影響はないと考えられる。 

掘削 － － 悪臭の影響はないと考えられる。 

舗装工事・コンクリート

工事 
－ － 悪臭の影響はないと考えられる。 

建築物の工事 － － 悪臭の影響はないと考えられる。 

廃材・残土等の発生・処

理 
－ － 悪臭の影響はないと考えられる。 

 

表 3.2-5(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 悪臭の影響はないと考えられる。 

建築物・工作物等の存在 － － 悪臭の影響はないと考えられる。 

自動車交通の発生 － － 悪臭の影響はないと考えられる。 

臭気指数 ◎

焼却施設の稼働に伴い排ガスの周辺環境への影

響が考えられる。 

廃棄物処理施設であることから重点化項目とす

る。 
焼却施設の稼働 

臭気指数、特定悪臭物質 ◎

施設から悪臭が漏洩するおそれがあり周辺環境

への影響が考えられる。 

廃棄物処理施設であることから重点化項目とす

る。 

廃棄物の排出・処理 － － 悪臭の影響はないと考えられる。 

夜間の照明等 － － 悪臭の影響はないと考えられる。 

 

 

(6) 水質 

表 3.2-6(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － － 水質への影響はないと考えられる。 

土地造成（切土・盛土） 環境基準項目（SS） ○ 降雨時に造成面から濁水が発生する。 

掘削 環境基準項目（SS） △
地下掘削に伴い湧水（地下水）、雨水の濁水が流

出する場合がある。 
舗装工事・コンクリート工

事 
環境基準項目（pH） △

コンクリート工事によりアルカリ排水が発生す

る可能性が考えられる。 

建築物の工事 － － 水質への影響はないと考えられる。 

廃材・残土等の発生・処理 － － 水質への影響はないと考えられる。 
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表 3.2-6(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 水質への影響はないと考えられる。 

建築物・工作物等の存在 － －
雨水排水は調整池で沈砂した後で三峰川に放流

するため、水質への影響はないと考えられる。 

自動車交通の発生 － － 水質への影響はないと考えられる。 

焼却施設の稼働 － －

プラント排水及び生活排水は、ガス冷却水等に全

量使用する場外無放流方式とすることから、影響

はないと考えられる。 

廃棄物の排出・処理 － － 水質への影響はないと考えられる。 

夜間の照明等 － － 水質への影響はないと考えられる。 

 

(7) 水象 

表 3.2-7(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － － 水象に影響を与える要因は考えられない。 

土地造成（切土・盛土） － － 水象に影響を与える要因は考えられない。 

掘削 地下水 △
掘削により地下水の挙動への影響がある場合があ

る。 
舗装工事・コンクリート工

事 
－ － 水象に影響を与える要因は考えられない。 

建築物の工事 － － 水象に影響を与える要因は考えられない。 

廃材・残土等の発生・処理 － － 水象に影響を与える要因は考えられない。 

 

表 3.2-7(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 水象に影響を与える要因は考えられない。 

建築物・工作物等の存在 地下水 △
地下構造物（ごみピット）の存在に伴い地下水の

挙動への影響がある場合がある。 

自動車交通の発生 － － 水象に影響を与える要因は考えられない。 

焼却施設の稼働 地下水 ○ 地下水の揚水を行う。 

廃棄物の排出・処理 － － 水象に影響を与える要因は考えられない。 

夜間の照明等 － － 水象に影響を与える要因は考えられない。 
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(8) 土壌汚染 

 

表 3.2-8(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － － 土壌への影響はないと考えられる。 

土地造成（切土・盛土） － －

想定対象事業実施区域は、その地歴から土壌は汚

染されていないため、土地造成による周辺環境へ

の影響はないと考えられる。 

掘削 － －

想定対象事業実施区域は、その地歴から土壌は汚

染されていないため、掘削による周辺環境への影

響はないと考えられる。 
舗装工事・コンクリート工

事 
－ － 土壌への影響はないと考えられる。 

建築物の工事 － － 土壌への影響はないと考えられる。 

廃材・残土等の発生・処理 － －

残土の発生・排出の可能性があるが、搬出土は適

正に処理することから、影響はないと考えられ

る。 

 

表 3.2-8(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 土壌への影響はないと考えられる。 

建築物・工作物等の存在 － － 土壌への影響はないと考えられる。 

自動車交通の発生 － － 土壌への影響はないと考えられる。 

焼却施設の稼働 
環境基準項目（ダイオ

キシン類） 
○

焼却施設の稼働に伴い煙突からの排ガスの発生

により周辺の土壌への影響が考えられる。 

廃棄物等の排出・処理 － －

発生する廃棄物等（溶融スラグ、溶融飛灰）の搬

出の可能性があるが、適切に処理することから土

壌への影響はないと考えられる。 

夜間の照明等 － － 土壌への影響はないと考えられる。 

 

 

(9) 地盤沈下 

表 3.2-9(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 

土地造成（切土・盛土） － － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 

掘削 
地下水位の低下による

もの 
△

地下構造物（ごみピット）の掘削に伴い地下水の

挙動への影響が考えられる 
舗装工事・コンクリート工

事 
－ － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 

建築物の工事 － － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 

廃材・残土等の発生・処理 － － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 
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表 3.2-9(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 

建築物・工作物等の存在 
地下水位の低下による

もの 
△

地下構造物（ごみピット）の存在に伴い地下水の

挙動への影響が考えられる。 

自動車交通の発生 － － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 

焼却施設の稼働 
地下水位の低下による

もの 
△

地下水の揚水に伴い地下水位に影響が考えられ

る。 

廃棄物の排出・処理 － － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 

夜間の照明等 － － 地盤沈下に影響を与える要因は考えられない。 

 

(10) 地形・地質 

表 3.2-10(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － － 地形・地質に影響を与える要因は考えられない。

土地造成（切土・盛土） 
地形、地質、土地の安

定性 
○

土地造成により地形、地質、土地の安定性への影

響が考えられる 

掘削 
地形、地質、土地の安

定性 
○

掘削工事により地形、地質、土地の安定性への影

響が考えられる 

舗装工事・コンクリート工事 － － 地形・地質に影響を与える要因は考えられない。

建築物の工事 － － 地形・地質に影響を与える要因は考えられない。

廃材・残土等の発生・処理 － － 地形・地質に影響を与える要因は考えられない。

 

表 3.2-10(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 
地形、地質、土地の安

定性 
○

地形改変により地形、地質、土地の安定性への影

響が考えられる。 

建築物・工作物等の存在 
地形、地質、土地の安

定性 
○

焼却施設の存在に伴い地形、地質、土地の安定性

への影響が考えられる。 

自動車交通の発生 － － 地形・地質に影響を与える要因は考えられない。

焼却施設の稼働         － － 地形・地質に影響を与える要因は考えられない。

廃棄物の排出・処理 － － 地形・地質に影響を与える要因は考えられない。

夜間の照明等 － － 地形・地質に影響を与える要因は考えられない。

 

(11) 植物 

表 3.2-11(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － －
工事関係車両の走行に伴う周辺植生への影響は

少ないと考えられる。 

土地造成（切土・盛土） － －
想定対象事業実施区域は、既に改変された土地

（水田）であるため、影響は少ないと考えられる。

掘削 － －

舗装工事・コンクリート工事 － －

建築物の工事 － －

建設機械の稼働に伴う周辺植生への影響は少な

いと考えられる。 

廃材・残土等の発生・処理 － －
廃材・残土等は適切に処理されることから周辺植

生への影響は少ないと考えられる。 
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表 3.2-11(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 保全機能等 △
想定対象事業実施区域は、水田であり、洪水防止

機能等の保全機能があり、影響が考えられる。 

建築物・工作物の存在 － －
建築物・工作物の存在に伴う周辺植生への影響は

少ないと考えられる。 

自動車交通の発生 － －
ごみ収集車両等の走行に伴う周辺植生への影響

は少ないと考えられる。 

植物相 ○

植生 ○焼却施設の稼働 

注目すべき個体、集団、

種及び群落 
○

焼却施設の稼働に伴う地下水の揚水により、地下

水位が下がり、周辺植生への影響が考えられる。

廃棄物の排出・処理 － －
廃棄物の排出・処理は適切に行われることから周

辺植生への影響は少ないと考えられる。 

植物相 ○

植生 ○夜間の照明等 

注目すべき個体、集団、

種及び群落 
○

夜間の照明等により周辺植生の生育が阻害され

る可能性が考えられる。 

 

(12) 動物 

表 3.2-12(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 影響要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － －
工事関係車両の走行に伴う周辺動物への影響は

少ないと考えられる。 

動物相 ○

土地造成（切土・盛土） 注目すべき種及び個体

群 
○

土地造成により、動物の生息環境への影響が考え

られる。 

動物相 ○

掘削 注目すべき種及び個体

群 
○

建設機械の稼働に伴う騒音、振動により周辺動物

の生息環境への影響が考えられる。 

動物相 ○
舗装工事・コンクリート工

事 注目すべき種及び個体

群 
○

建設機械の稼働に伴う騒音、振動により周辺動物

の生息環境への影響が考えられる。 

動物相 ○

建築物の工事 注目すべき種及び個体

群 
○

建設機械の稼働に伴う騒音、振動により周辺動物

の生息環境への影響が考えられる。 

廃材・残土等の発生・処理 － －
廃材・残土等は適切に処理されることから周辺動

物への影響は少ないと考えられる。 
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表 3.2-12(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

環境要因の区分 影響要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

動物相 ○ 

地形改変 注目すべき種及び個

体群 
○ 

土地造成により、動物の生息環境への影響が考え

られる。 

建築物・工作物の存在 － － 
建築物・工作物の存在に伴う周辺動物への影響は

少ないと考えられる。 

自動車交通の発生 － － 
ごみ収集車両等の走行に伴う周辺動物への影響

は少ないと考えられる。 

動物相 ○ 

焼却施設の稼働 
注目すべき種及び個

体群 
○ 

焼却施設の稼働に伴う騒音、振動による周辺動物

への影響が考えられる。 

廃棄物の排出・処理 － － 
廃棄物の排出・処理は適切に行われることから周

辺動物への影響は少ないと考えられる。 

動物相 ○ 

夜間の照明等 注目すべき種及び個

体群 
○ 

夜間の照明等により周辺動物の生息が阻害され

る可能性が考えられる。 

 

 

(13) 生態系 

 

表 3.2-13(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － －
工事関係車両の走行に伴う周辺生態系への影響

は少ないと考えられる。 

土地造成（切土・盛土） － －

想定対象事業実施区域は、既に改変された土地

（水田）であるため、周辺生態系への影響は少な

いと考えられる。 

掘削 － －

舗装工事・コンクリート工

事 
－ －

建築物の工事 － －

建設機械の稼働に伴う周辺生態系への影響は少

ないと考えられる。 

廃材・残土等の発生・処理 － －
廃材・残土等は適切に処理されることから周辺生

態系への影響は少ないと考えられる。 

 

表 3.2-13(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － －

想定対象事業実施区域は、既に改変された土地

（水田）であるため、周辺生態系への影響は少な

いと考えられる。 

建築物・工作物の存在 － －
建築物・工作物の存在に伴う周辺生態系への影響

は少ないと考えられる。 

自動車交通の発生 － －
ごみ収集車両等の走行に伴う周辺生態系への影

響は少ないと考えられる。 

焼却施設の稼働 生態系 △
焼却施設の稼働に伴う騒音、振動による周辺生態

系への影響が考えられる。 

廃棄物の排出・処理 － －
廃棄物の排出・処理は適切に行われることから周

辺生態系への影響は少ないと考えられる。 

夜間の照明等 生態系 
△ 夜間の照明等により周辺生態系への影響の可能

性が考えられる。 
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(14) 景観 

 

表 3.2-14(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

土地造成（切土・盛土） － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

掘削 － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

舗装工事・コンクリート工

事 
－ － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

建築物の工事 － －

大型クレーン等の建設機械が出現するが、一時的

で永続的に及ぶものではなく、影響の重大性は小

さいと考えられる。 

廃材・残土等の発生・処理 － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

 

表 3.2-14(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

景観資源及び構成要素
建築物・工作物等の存在 

主要な景観 
○ 眺望景観を阻害する建築物・工作物が出現する。

自動車交通の発生 － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

焼却施設の稼働 － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

廃棄物の排出・処理 － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

夜間の照明等 － － 景観に影響を与える要因は考えられない。 

 

 

(15) 触れ合い活動の場 

 

表 3.2-15(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － －
触れ合い活動の場に影響を与える要因は考えら

れない。 

土地造成（切土・盛土） 触れ合い活動の場 ○ 建設機械の稼働に伴い騒音が発生する。 

掘削 触れ合い活動の場 ○ 建設機械の稼働に伴い騒音が発生する。 

舗装工事・コンクリート工

事 
触れ合い活動の場 ○ 建設機械の稼働に伴い騒音が発生する。 

建築物の工事 触れ合い活動の場 ○ 建設機械の稼働に伴い騒音が発生する。 

廃材・残土等の発生・処理 － －
触れ合い活動の場に影響を与える要因は考えら

れない。 
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表 3.2-15(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － －
触れ合い活動の場に影響を与える要因は考えら

れない。 

建築物・工作物等の存在 触れ合いの活動の場 ○
導入路 D 案の場合、触れ合い活動の場の一部が利

用できなくなる可能性がある。 

自動車交通の発生 － －
触れ合い活動の場に影響を与える要因は考えら

れない。 

焼却施設の稼働 － －
触れ合い活動の場に影響を与える要因は考えら

れない。 

廃棄物の排出・処理 － －
触れ合い活動の場に影響を与える要因は考えら

れない。 

夜間の照明等 － －
触れ合い活動の場に影響を与える要因は考えら

れない。 

 

 

(16) 文化財 

文化財に影響を与える要因は考えられないことから、文化財に関する環境影響評価は

行わない。 

 

(17) 廃棄物等 

 

表 3.2-16(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － － 廃棄物等の発生はない。 

土地造成（切土・盛土） 残土等の副産物 ○ 発生土が生じる場合がある。 

掘削 残土等の副産物 ○ 掘削発生土が生じる。 

舗装工事・コンクリート工

事 
廃棄物 ○ 建設工事に伴い副産物の発生が見込まれる。 

建築物の工事 廃棄物 ○ 建設工事に伴い副産物の発生が見込まれる。 

廃材・残土等の発生・処理 廃棄物 ○ 適切な廃材・残土等の処理を検討する。 

 

表 3.2-16(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 廃棄物等の発生はない。 

建築物・工作物等の存在 － － 廃棄物等の発生はない。 

自動車交通の発生 － － 廃棄物等の発生はない。 

焼却施設の稼働 廃棄物 ○ 施設の稼働に伴い廃棄物の発生が見込まれる。 

廃棄物の排出・処理 廃棄物 ○ 適切な廃棄物の排出・処理を検討する。 

夜間の照明等 － － 廃棄物等の発生はない。 
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(18) 温室効果ガス等 

 

表 3.2-17(1) 環境影響評価の項目の選定等の理由（工事による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

運搬（機材・資材・廃材等） － －
工事関係車両の走行に伴い温室効果ガス等が発

生するが、影響はほとんどないと考えられる。 

土地造成（切土・盛土） － －
建設機械の稼働に伴い温室効果ガス等が発生す

るが、影響はほとんどないと考えられる。 

掘削 － －
建設機械の稼働に伴い温室効果ガス等が発生す

るが、影響はほとんどないと考えられる。 
舗装工事・コンクリート工

事 
－ －

建設機械の稼働に伴い温室効果ガス等が発生す

るが、影響はほとんどないと考えられる。 

建築物の工事 － －
建設機械の稼働に伴い温室効果ガス等が発生す

るが、影響はほとんどないと考えられる。 

廃材・残土等の発生・処理 － － 温室効果ガス等の発生はない。 

 

表 3.2-17(2) 環境影響評価の項目の選定等の理由（存在・供用による影響） 

影響要因の区分 環境要素の区分 選定項目の分類・根拠等 

地形改変 － － 温室効果ガス等の発生はない。 

建築物・工作物等の存在 － － 温室効果ガス等の発生はない。 

自動車交通の発生 － －

ごみ収集車両等の走行に伴い温室効果ガスが発

生するが、現行のごみ収集車両等の交通量に対し

て大量の新たな交通量は発生しない。 

焼却施設の稼働 

温室効果ガス（二酸化

炭素、メタン、一酸化

二窒素） 

○ 施設の稼働に伴い温室効果ガスが発生する。 

廃棄物の排出・処理 － － 温室効果ガス等の発生はない。 

夜間の照明等 － － 焼却施設の稼働で予測評価する。 

 


